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本町の南東,標高508π の熊山は,古来より神聖な山として崇められてきました。

この熊山山上にある「熊山遺跡Jは ,国の史跡に指定され17年余になりますが,最近いち

だんと石積西面の崩壊がすすみ歪みを生 じてきたので,石積復旧修理の要望が強まってき

ました。

また,「熊山遺跡Jは特殊な三段方形の石積を中心とする史跡ですが,そ の石積の性質も

明らかでなく,謎の石積とされてきました。

このたび,文化庁の指示により,国・県の補助金を得て,石積復旧修理を前提 とした緊急

発掘調査の実施が決定され,こ こに地主および地元民の方々の理解と協力により,一連の |

調査が実施されたことは, まことに意義深く書びに堪えないところであります。

このたびの調査によって,熊山連山に分布する石積遺構の状況が明ら力)呼1‐ うと―|も 1手

国指定石積の解明の手がかりの一端がつかめ、今後の研究資料として活用されるよう期待      ‐

1‐ う(11こ ろがtメ (で あります。
‐
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例 一｝一口

1.本 務は,文化庁の指示により,熊山町教育委員会の組織した,史跡「熊山遺跡」緊急発掘調査

排li会 んt1973年 11召れ148年 ,9月 から1974年 (昭和49年 )1月 にかけて実施した岡山県赤磐

騨:熊山脚∫11'サi在する「熊山逸跡Jに 関する調査報告書である。

2.‖指定石機の写真実根1は奈良囲立文化財研究所,平城宮跡発掘調査部,計測修景調査室が担当

し.,図化は奈良国立文化財研究所,平城宮跡発掘調査部の指導のもとに, アジア航減1株式会社

がrす なレ1,た 。

郷̀石機鸞構の分rli調査に際しては,備前市,瀬戸町,和気町の地元各位の協力を得た。

4.こ の報告書の執筆r.・ ょび編集は,坪井清足,牛川喜幸,角 田茂,難波俊成,正岡睦夫,真野義一

が担当した。

3 議liL適物の整理 '実測・浄書ならびに分布調査における各石積の略図は,角田茂,正岡睦夫が担

当した。

6.写真の撮影IJ・ よび編集は,角 田茂,正岡睦夫,真野義一が担当した。

7.本欝に掲載してある関連石積の図は,正確な実測によるものでなく見取りの略図である。
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第一章 調 査 の 経 過

Iは じ め に

岡山県赤磐郡熊山町の南東,標高 500mの熊山山上に残る『熊山遺跡』は,昭和31年 9月 27日 国の指定を

受けた,三段の方形石積遺構を中心とする史跡である。

しかし,盗掘のため破壊された石積遺構の西側一面の崩壊が進行し,石積遺構全体としても歪みが生じ,

全面にわたって崩壊するおそれがあるため,管理者である熊山町は,所有者熊山神社総代会と相談し,石積

遺構復旧修理の申請をつづけてきた。

昭和47年度において,国費30万円,県費10万円の補助を受け,総額60万円で案内板の作成,注意本L,囲柵

等の環境整備を実施した。

ひきつづき,昭和48年度においては,石積復旧修理を前提とした緊急発掘調査を実施するようにとの文化

庁の指示により,国からの補助金 225万円,県からの補助金75万円,総額 450万円をもって,調査を実施す

ることになった。

昭和48年 9月 13日 ,熊山町舎において「 史跡熊山遺跡緊急発掘調査委員会」が組織され,第一回の会合が

開かれた。

熊山町教委から,石積復旧修理を前提とした調査方針がだされ,協議の結果,

1。 国指定史跡内の石積遣構写真測量および図化

2.史跡内の トレンチ調査

3.史跡 融資山遺跡」に開連する石積遺構分布調査

を目的とした調査を実施することに,意見の一致をみた。

調査は1973年 (昭和48年)9月 17日から約 4カ月の予定で行なわれた。

「史跡熊山遺跡緊急発掘調査委員会Jの編成はつぎのとお りである。

委員長   賞盛  勇  (熊山町長)

裂奪晟曇員 近藤 義郎  `岡山大学法文学部教授)

副委員長  吉原 貞郎  (熊山町教育委員会教育長)

副委員長  岡田 政敏  (岡 山県教育次長,文化課長)

専門委員  坪井 清足  (奈良国立文化財研究所,平城宮跡発掘調査部長)

牛川 喜幸  (奈良国立文化財研究所;平城宮跡発掘調査部)
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員委

伊東 太作  (奈良国立文化財研究所,平城宮跡発掘調査部)

田中 哲雄  (奈良国立文化財研究所,平城宮跡発掘調査部)

個  幹雄  (奈良国立文化財研究所,平城宮跡発掘調査部)

角田  茂  (赤磐郡瀬戸中学校教諭)

難波 俊成  (近畿大学講師)

吉房 信夫  頓員山町文化財専門委員長)

水川冨貴男  (岡山
1県教育庁文化課課長補佐)

浅原  健  (岡山県教育庁文化課文化財主幹)

中力  昭  (岡山県教育庁文化課文化財保護主事)

正岡 睦夫  (岡山県教育庁文化課文化財保護主事)

大橋 義則  (岡山県教育庁文化課主事)

小原  孝  (岡山県教育庁文イじ課主事)

大橋 一男  鮨償山町助役)

藤本  力  頓償山神社代表総代)

入矢渡士吾  頓ヨ山町文化財専門委員)

岡崎 総太  頓壊山町文化財専門委員)

森定 憲太  鮨員山町文化財専門委員)

藤森 晴人  鮨熙山町文化財専門委員)

土井 易雄  頓員山町文化財専門委員)

野波 能一  頓姜山町役場総務課長)

真野 義一  鮨験山町教育委員会社会教育主事)

西沢 幸男  頓晨山町収入役)

国平 頼好  頓娯山町教育委員会学事係長)

調査にあたり,奈良国立文化財研究所の特別のご配慮により,調査委員会に参加していただいた,平城宮

跡発掘調査部部長坪井清足氏をはじめ,牛川喜幸氏を中心とする写真実測TIEの 諸先生に感謝の意をささげた

い。また,三輪嘉六 (文化庁技官),田中 琢 (文化庁技官)両氏の現地*訪を得,多大のご指導と助力を

えた。さらに大場磐雄氏 (国学院大学客員教授),近江昌司氏 (天理大学附属参考館)その他諸氏の視察と

助言を得た。

なお,石積遺構分布調査期間中には,岡山大学考古学教室の学生諸氏および和気閑谷高校,備前高校の生

徒諸君の助力をえた。

また,遺跡所有者熊山神社総代会,奥吉原区長川辺豊∵氏,熊山神社社務所潮見ご夫妻,梶田宝氏ら地元

事監

事

　

計

幹

　

会

… 2-



の方々,楠原清馬氏,石原秀一氏,今田利輔氏ら東備史談会の諸氏をはじめ,献身的に分布調査に助力をい

ただいた方々,と りわけ入山について理解と協力を示された地権者ならびに岡山営林署など諸氏に深い感謝

をささげるしだいである。

調 査 目 標

このたびの調査は,崩壊しかかっている石積遺構を復旧修理するための資料収集を主目標とするものであ

る。しかしながら史跡が廃寺帝釈山霊山寺の境内に位置するため,「鐘楼跡」,「観音堂跡」と伝承されて

いる地域が含まれている。そのために具体的目標として ,

(1)写真測量および図化

石積遺構復旧修理のために正確な実測図を作成する必要から,石積遺構各面の縮尺ウう0の立面図ならびに

平面図を作成する。

(2)ト レンテ調査

石積遺構築成時の手がかりを調査するとともに,霊山寺跡の遺構の広がりを確認し,今後の環境整備の

参考に資するために,「鐘楼跡」を中心に,東西18m,南北18.5mに幅 lmの トレンチ各 1本を堀肖」す

る。

(3)熊山全山にわたる石積遺構分布調査

国指定石積遺構と類似する大小の石積遺構が,熊山連山に3～30数基あると言われているが,その分布

状況,規模等については綿密な調査がなされてなく不明であった。それ故に,国指定石積遺構を中心 と

して,東西約アkm,南北約 6.5kmに わたってその分布状況を調査し,その数,規模等を確認するととも

に,国指定石積遺構との関連を調査する。

調査日程を立案するにあたり,石積遺構分布調査は,松茸山の関係から,入山許可のでる11月 から約 2か

月間の予定で調査することにし,それに先だって,写真測a1/F業 ,ト レンチ調査を実施する計画とした。

1.調 査 準 備

昭和48年 9月 17日

器材運搬。器材保管場所として熊山神社社務所を借用。写真測量, トレンチ調査のための除草作業開始。

史跡の境界線の伐採。

9月 19日 ～21日

石積遺構周辺を中心とした除草作業。石積遺構の南側に長さ約30mの石垣があらわれる。

9月 22日

経Ⅲ 過
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写真測量のための本材,パ イプヤグラ等の運搬。

9月 25日～27日

石積遺構周辺の除草作業にひきつづき落葉,腐植上の除去作業を続行。石積遺構の西方に岩盤が露出して

いたが,腐植土の除去により,各方位に岩盤露出。大岩盤の上に石積が築造されていることが判明。形も一

段と大規模に見える。

9月 28日～29日

「鐘楼跡」の南の段。一段と低位になって

いる場所の清掃。「鐘 楼 跡」へ通ずる幅10

m,7段の石段が,清掃によって現われる。

2。 写 真 測 量

10月 1日

奈良国立文化財研究所平城宮跡発掘調査部

牛川喜幸氏ら4名来町。熊山町舎にて写真測量日程の細部について打合せ。

10月 2日

写真測量の器材運搬。撮影のための原点設定。基準杭 (ヽ 10m2)の 埋設1/F業 およびポイント設定1/F

業。

10月 3日

原点 (ヽ 1杭)の海抜高度測定。ヽ 1杭 =海抜 43ア .274m。 石債遺構南側石垣推積土の除去作業。

10月 4日

基準杭,M3,No.4の埋設作業。各ポイン

ト間の距離測定。

10月 5日

石積遺構周辺の平板測量作業。

10月 6日～ 9日

写真測量作業,石積の各面の撮影,ひ きつづ

いて南側石垣および階段の撮影。

10月 10日         :

パイプヤグラ,木材等の器材撤去作業。

5。 ト レ ン チ 調 査

10月 11日

熊山遺跡発掘調査専門委員会。

〈写真①〉 清掃作業によって表われた石段

〈写真Э〉 国指定石積 写真測量作業
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現地熊山山上において,雨の中でトレンチ調査の方法,範囲について検討会。

10月 13日

トレンチ調査の原点を,写真測量ヽ 1杭を使用し,「鐘楼跡」でクロスするようにトレンチ設定。

10月 15日

石積遺構の東側広場の調査の実施。「鐘楼跡」の部分の除草。完全に清掃したのち写真撮影。13日 ひきつ

づき, トレンチ調査のための割りつけ。

10月 16日

トレンチ調査

E-3,4区 ,W-1, 2区   N-1,2,3区 , S-1, 2,3区 掘下げ作業,表土下のやや明る

い黄褐色土層には少量の瓦と土器片が全域に含まれている。S-3区下層の灰色土で,土師器片を比較的多

く含んでいる。また,同層から縄目の平瓦片を検出した。

10月 19日

トレンチ調査継続

各 トレンチの残 りの部分を下層まで掘り下

げる。W-1,2区 下層に瓦を多量に出土し

た。

10月 20日

除草作業によって確認された墳状遺構の平

板実測。トレンチの清掃と写真撮影。トレン

チ断面の撮影準備,水糸の設置と土層区分を

行なう。

10月 22日

く写真③〉 トレンチ調査作業

トレンチ断面の清掃と写真撮影および断面実測調査の実施。E-2,3区 で一部を掘り下げる。

10月 23日

天理大学附属参考館,近江昌司氏視察。

10月 26日                            ・

文化庁技官三輪嘉六氏,国学院大学客員教授大場磐雄氏岡山大学名誉教授,藤井駿氏ら視察。

11月 2日

熊山遺跡発掘調査専門委員会 (ト レンチ調査について現地検討会)

トレンチ調査の一部補足調査の実施。瓦のとりあげ作業。ひきつづいて,東西 トレンチの北壁の実測を一

部補足する。
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4。 石 積 遺 構 分布 調 査

11月 4日～ 7日

岡山県赤磐郡瀬戸町弓削地区内における石積遺構分布調査。

南山崖を中心として,遺構が密集しており,国指定の石積と同規模の遺構が確認される。石積遺構周辺に

落葉及び雑木が生え茂 り,清掃に時間を要する。

※11月 9日

分布調査のために山上に登るも,小雨となり調査不能。作業を変更しW区およびS区のトレンチ埋めもど

し。

11月 10日 ～11日

瀬戸町弓削地区の経盛山を中心として,石積遺構分布調査。

※11月 12日～14日

トレンチ埋めもどし作業 (N区およびE区 )。 史跡地内石段西倶1の 崩れた個所の清掃および囲柵の補修。

パイプヤグラ,角材 ,テ ントの返却ならびにトレンチ調査地域のあと片付け。

※11月 17日

史跡地内全域にわたって平板測量。

11月 18日

本日より赤磐郡熊山町内の石積遺構分布調査を実施する。

比較的低地に存在する石積遺構 2基を確認。完全に破壊されている千外地内の一基から,土器片 2を採集す

る。

11月 21日～23日

熊山国有林内,板場池から舟下山を中心に

踏査する。深山であり,かつ近年人の入山し

た形跡はない。特に谷間においてはシダ類が

繁茂し,方位が定まりにくい。

板場池の北方に「犬の墓」と通称されてい

る石積遺構があるが,盗掘のため,地山まで

掘り下げられており規模不明。

12月 1日                   〈写真④〉舟下山1号 (犬の墓)石積遺構,盗掘のあと

本日より和気郡和気町分布調査。熊山町との境界を中心に調査するも,遺構なし。

12月 2日

瀬戸町南山崖頂上付近,聞 き込みにより再調査。

12月 3日～ 8日

和気町内の分布調査を続行。熊山連山の中でも特に急唆な山容であり,いたる所で岩盤が露出し急崖とな

-6-



っているため踏査困難。

石積遺構は観音堂遺跡の他は全くなし。

12月 11日

備前市地域の石積遺構分布調査。地元の東備史談会の諸氏と具体的な調査日程について協議。全日程を約

2週間とする。

12月 13日 -15日

本 国より備前市区域の分布調査開始。岡大考古学教室の学生諸氏の協力を得る。美音谷を中心にして遺構

は存在するが,ほ とんどの遺構が破壊されており,また転用されているものも多い。

12月 17日 ～24日

備前市香登地区および伊部地区の分布調査。月末になると,山頂部に積雪があり,小径では歩行困難.

山頂部までの往復に時間がかかり,予定した日程では,消化が困難となる。備前高校,和気関谷高校郷土

クラプの生徒諸君に調査協力を依頼,調査に参加してもらう。

備前市東部,伊部地区には石積遺構はほとんどない。しかし窯跡は海抜 400mに も存在する。

12月 25日 ～28日

瀬戸町南山崖地区再調査および備前市内調査

1974(昭和49年)1月 8日

資熙山遺跡緊急発掘調査委員会 (調査検討会)を岡山博物館において開催。各調査担当者より調査結果につ

いて報告。検討ののち,報告書作成の分担決定。

1月 15日

禾日気町大中山地区において,地元からの石積遺構についての情報により確認調査。

1月 26日 ～28日

禾日気町内および備前市内の再調査。備前市美音院跡遺構 (筒形容器の出土したと伝承される遺構)につい

て ヒアリング調査。

ここに,一部の地域の分布調査を残し,5か月間,実動70日 にのぼる調査を終了した。

奈良国立文化財研究所,平城宮跡発掘調査部の協力のもと,岡山県下では初の試みとして石積遺構の図化

に写真測量の技術を応用し第 7・ 809・ 10011012図 のごとく,精度の高い図化に成功した。また, トレン

チ調査,石積遺構分布調査についても数々の成果があがった。まず トレンチ調査では,つ ぎの結果が得られ

た。①「鐘楼跡」には2つの方形石列がみられ,一つのものはlfa和 初期のものであり,他のものも鎌倉時代

以降の遺構であることが確認された。②国指定石積遺構がつくられた時期には,東側に浅い谷状の地形があ

り岩盤が露出していたと思われる。岩盤上の遺構の有無については,小 トレンチでは確認できないが,何 も

存在しなかった可能性が強い。③鎌倉時代後半から南北朝初めに建造物があったことが確認されるととも

に,下部から平安時代末ごろの須恵器,須恵質土器,土師器,鉄釘の出上があった。もし全域の発掘を実施

すれば石積遺構造成時の手がかりが得られるかも知れない。また,石積遺構の分布調査では,48個所を踏査
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し,確実またはほぼ確実とされたもの33基におよび,特に赤磐郡瀬戸町弓削の南山崖の石積遺構では,規模

も国指定石積と同規模であり,寵を有しているものとして注目された。

いずれにせよ,今回の調査は,あ くまで「熊山遺跡」の一貌を明らかにしたにすぎず,謎の石積遺構を中

心とする「熊山遺跡」の全貌を明らかにするには,今後の調査をまたねばならない。

(文責・真野 義―)
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第二章 熊山の地理的景観

熊山山塊は旧備前国中央やや東寄りに位置し,東西約7 km,南北約 6.5hを 測る。北と西は吉井川によっ

て限られ,南は新幹線・赤穂線・国道 2号線の並走する狭長な平地により,東は和気を経て片上港に達する

片上鉄道の通ずる曲折した狭い谷によって限られている。標高は 5001nを こえ,備前中南部での最高峰であ

る。

四周の裾はいずれも急唆で,と くに西偏する最高地域から吉井川に落ちる大谷の斜面は,露岩のおびただ

しい急崖で,吉井川にかかる国道 2号線の備前大橋方面より望見すると,いかにも霊山の感が深い。そのあ

たりは赤磐郡瀬戸町弓削に属している。南の備前市側と北の熊山町側は,い くつ もの急な深い谷を形成して

おり,東の和気郡和気町側もほぼ同様である。標高 350m附近から上は傾斜が急に緩やかとなり,比較的な

だらかな小丘状の尾根尾根が複雑な様相を見せて八方へのびている。従って山上は高原状であるが,その中

央部付近で,南北から開析の進んだ谷に侵入され,東西に分断されたように見える。東半部は西半部より若

干狭く,最高地点も 450m未満であるのに対し,西半部は広く尾根の張り出しも複雑で, 500mを こえる小

峰が3に達している。この山上からの眺望はきわめて良好広大で,快晴時には,北は遠く中国脊梁山地,南

は東瀬戸内海から四国連山を望見することができるという。

熊山の北麓を現在山陽線が走っているが,

東西にのびるこの狭長な平地は,古代の官道

である山陽道が通じていた部分であり,津山

盆地東部で南下して熊山山塊に突き当たり,

その裾を西から回わってついには児島湾に注

ぐ吉井川は,古来水運に利用された川であっ

て,上述のように南麓を東西にのびる平地も

また,古今を通じて交通の要路に当たってい

る。そして,山塊のすぐ南東麓 に向かって

は,瀬戸内海のおぼれ谷である片上湾が,東

<写真⑤> 熊山より南へ吉井川を望む

南東方向から深く突入し,ており,また南西麓の南方には,高 山の小山塊をへだてて,長船および邑久千町の

沃野が開けている。熊山は 自然地形の面からみて,交通上の重要な結節部にわだかまって いるともいえよ

う。

りき
熊山の地質は,山頂 (508.6m)付 近から熊山町勢力・瀬戸町弓削北半にかけ吉井川に向かって扇状に広

がる地域と,備前市側南西端 (坂根地区)のみが,吉井川をこえて西方へものびる,粘板岩を主とする非変

成の上部古生層であり,残るほとんどすべては,備前東部の広大な地域と同じく,中生代後期の火山岩であ
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る流紋岩質砕層岩類となっている。(1)

註 (1)美
纂画案 「岡山県地質図」岡山県 昭和38年

(文責・角田 茂)
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第二章 国指定石積の写真測量

I 調査目的および期間

この調査は,地上写真測量を応用して,熊山遺跡の現状の精密な記録保存用資料を得ることを目的とし,

あわせて同遺跡修復に資するため熊山町の依頼により奈良国立文化財研究所 平城宮跡発掘調査部 計測修

景調査室が行なったものである。

撮影は昭和48年 10月 2～ 9日 に行ない,翌年1月 に図化および測定を行なった。

正 実 測 調 査 方 法

実測調査は石積遺構を地上写真測量により,附近の地形は平板測量によって行なった。ここで地上写真測

量の原理を簡単に説明する。

われわれが立体的な奥行きを感じたり,遠近を知ることができるのは,経験上遠いものほど小さく見える

ことを知っているこ!と にもよるが,両方の眼が約65111nへ だたった位置から物を見ているからである。このよ

うな実体感覚は,直接に肉眼で物を見ている時ばかりでなく,双眼鏡のような光学器械を通して観察する場

合にも起る。

これはわれわれの目が単に目に入ってくる光線の最後の経路だけを認識するという性質をもつているため

である。したがって,左右に適当な間隔をへだてた 2地点から撮影した2枚の写真を,右の眼で右の写真 ,

左の眼で左の写真を眺めることができたら,ち ょうどカメラの位置に目をおいてながめるのと同じ感覚が得

られ,しかも,こ の場合カメラの間隔は両眼の間隔より大きいから,実際に眼でな力
'め

るよりも立体感が一

層誇張されて見えることになる。

写真測量はこの原理を使って誇張された立体像につ

いて測定を行なうのである。

地上写真測量では,適当な間隔 (撮影基線)をへだ

てて カィラを水平に整置し,平行に 2枚の写真をと

る。地上の点をX,Y,Z(Xは 撮影基線,Yは奥行 ,

Zは高さ)で 表わすと,乾板面は X― Z面になり,

カメラ軸はY方向に向く。たとえば第 1図でSだけ離

れた点にある物体を,焦点距離 fの カメラでBだけ離

れた位置で撮影したとすると,写真面にはそれぞれ画

面の中心からrl,ご 2の位置にうつる。これから距離 S

-11-
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をS=Bf/ご 1+r2で求めることができる。したがって,地上写真を使って位置を正確にきめようとすれ

ば,撮影に当たって 2つのカメラ位置を水平かつ平行に据えることのほかに,焦点距離,撮影基線が正確にき

められなければならない。また小さい乾板に縮写された映像をもとにして測定するのであるから,レ ンズの

わずかな収差も誤差の原因になるし,乾板面の凹凸や伸縮も,乾板面がレンズ軸に正確に垂直になっている

かどうか,と いうことも精度に大きな影響を与える。このため写真測量には特殊なカメラ (第 2図一①)。 図

化機 (第 2図―②)を必要とするが,しかし写真測量

を応用すれば,作業が迅速で,精度にむらがなく,ま

た乾板を保存する限り必要に応じていつでも撮影時の

状態を再現できることなどの利点がある。

今回の作業は (a)投影面の設定,(b)撮影点の

決定,(C)基準点の設置およびその計測,(d)撮

影,(e)図化・測定のllF序で行なった。以下各作業

について述べる。

a投 影 面 の 設 定

1先にのべたとおり,写真測量では適当な間隔 (撮影

基線)を おいてカメラを水平に整置し,平行に2枚の

写真をとる。この写真をもとに図化を行なうのである

力
',出

来上った図は撮影基線を含む鉛直面への正射投

影図となる。したがって,立面図を

作成するためにはまず投影面を決定

しなければならない。

4段で構成される石積遺構の各段

における直角度,段毎のねじれが分

かる平面図がない段階で,投影面を

どう設定するか,技術的に議論の分

かれる所であったが,結局,最長辺

を持つ最下段で,しかも比較的石積

の面がそろっている南辺に平行な面

を投影面とし,他の面は,これを基

準にそれぞれ平行または直交するよ

うに設定した。これらの投影面は後
第 2図 一② 図化機 ステレオメトログラフ

第 2図 ―① 写真測量用カメラS M K40

述する基準点からいつでも再現できる。
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b撮 影 点 の 決 定

前述した投影面に平行及び直交する面で第 3図 に

示した▲印に撮影点を定めた。ただ図中△点は,他の

点からの死角を補 うため平面図作製用に,投影面に対

し任意の角度で撮影した点である。なお一部の撮影点

では櫓を用い,カ メラの高さを地上 5.5mの 高さに設

定し,死角を出来るだけ少なくするよう努めた。

c 基 準点 の設置 お よび計測

図化測定は東独 Zeiss社製ステレオメトログラフE

型で行なった。この図化機の機構を簡単に云えば,投

影器に乾板をのせ,その後方より光を送って現地と同

第 4図 撮 作 業        じような光模像をつくり,こ の光模像について測定を

行なうのである。したがって,測定精度を高めようとすれば,こ こにできる光模像は実際の対象物の正確な

縮図でなければならない。そこで 2つのカメラの関係位置や,各方向から行なう測定の関係をつけるため,

あるいは正確な縮尺をきめるためなどの目的で基準点を設置する必要がある。今回は, 1モ デルの乾板に最

低ろ個の基準点が入るよう,計58点の基準点を設けた (第 3図 )。 図化に先立ち,こ れらの基準点の位置を

第 5図 東立面図用対写真

適当な縮尺で図紙に展開しておき,写真から測定して得られた点と,どの程度よく一致しているかによって

図全体の正確さを知ることができるし,ま た所望の精度になるまで図化機の規正を行なうよりどころとなる

ものである。そのため,それの測定には細心の注意をもってあたり,精度を高める必要がある。今回は1秒
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読みのセオドライトと鋼巻尺,およびレベルで直接計測し,その精度は± 1.Omm,ま た標定精度は図上で土

0.l lllmに おさめた。なお投影面設定に際し基準面とした南面最下段に平行な2点,BMI, I,およびそれ

に直交するBMⅢ ,さ らに石積遺構に隣接する石垣および階段に平行した基準点BMⅣ (BMIと BMⅣ を

結ぶ線が石垣に平行である)を設け,それぞれコンクリート杭を埋設した (第 3図 )。 なお,使用した乾板

約15ダースであつたが,こ のうち図化,測定に使用したのはその約
=で

ある。石垣および階段については基

準点を設置し,撮影も行なつたが今回図化までには至らなかった。

d図   化

先に述べたとおり図化・測定には東独Zeiss社製ステレオメトログラフE型を使用した。この器械は構造

上Y軸 とZ軸の切換えが出来るので,垂直に撮影された地上写真を用いる場合,一定の高さの水平面で切っ

た断面線 (地図の等高線と同じ)を描 く事も出来るし,撮影基線に平行な鈴直断面線を描くことも出来る。

立面図では石積は輪郭線で,岩盤部分は20Cm間隔の鉛直断面線で描画し,平面図は20Cm(岩盤部分は1 0Cmの

間曲線を入れる)間隔の水平断面線 (等高線)で図化した。なお,平面図は水平写真による図化であり,普

通の平面図では表現しないオーバーハングで隠される部分も図に示した。そのため第7図に示した如くやや

繁雑ではあるが 5種類の線を用いてすべてを表示した。また測定座標値により,東西,南北断面図をもあわ

せて図化した。なお,周辺の地形は別に平板測量で行ない,石積部分は写真測量による平面図を縮小合成し

た (第 6図)。

第 6図 石積遺構周辺地形図

①
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Ⅲ 成   果

今回の成果品は

1.周辺地形図  縮尺1/200(等高線間隔50Cm) (第 6図 )

2.石積平面図  縮尺1/20(等 高線間隔20Cm) (第 7図 )

3.東立面図     ク           (第 8図 )

4.西立面図     ″           (第 9図 )

5。 北立面図     ″           (第 10図 )

6.南立面図     ク           (第 11図)

7。 断 面 図  (東西,南北断面) ″    (第 12図)

である。

成果は図版に示した通 りであるが,ただ平面図について多少の検討を加えた結果の概略について述べてお

く。

今回実測の基準とした石積遺構の南面最下段東西線を基準線とし,各面の微小な凹凸を無視した場合,

1.南面は2段日,3段目とも平行で,テ ラスの幅は1.83m, 1.3mで ぁる。

2.北面最下段,2段,3段 ,4段とも基準面に平行で,テ ラスの幅はそれぞれ1.9211n,1.27m,o,90m

である。

3.東面の最下段と2段目は互いに平行で,基準面となす角はほぼ91・ 40′ であり,その幅は,1.95m,ま

た 3段日と4段目も互いに平行で基準面となす角はほぼ88・ 45′で幅は0。 90mである。

4.西面については,最下段が基準面と88・ 25′ ,2段目が90・ 00′ ,3段目が87° 00′ である。

5.3段目にある寵のそれぞれの中心線を引き通した場合,南北線は基準面と直交し,東西面ほぼ1・ 15′ ,

東で北へ振ると推定される。なお南北線と磁北とのなす角は北で西へ10° 30′ 振れる。

6.3段目のテラスの幅はすべて0。 90mであり,それは南,北,東に残る寵の奥行きに一致する。

ということが云える。第13図はそれを模式的に示したものである。

(文責・牛川喜幸)
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第四章  トレンチ調 査

石積遺構の東側の平坦地に2本のトレンチを設定した。 トレンチは 陽 楼DliJと 呼ばれている石の配列が

所在することから,これにかかるようにした。基準杭ヽ 1よ りヽ 2を基準線として,Mlよ りヽ 2へ 5mの

ところで東西方向へ,また東へ 5mの ところで直交する南Jし方向の トレンチを設定した。それぞれ東西方向

をAト レンチ,南北方向をBト レンチとする。交点を0と し,東 西 南北へそれぞれ 2.5mずっの区画を設

け,N-1, 2,3,4,S-1,2,3,4,E-1, 2,3,4,W-1, 2, 3,に 区分した。各区

画間には50Cm幅の壁を残して掘 り下げた。遺構の検出される部分については,これを残すことにしたため,

「鐘楼跡」と呼ばれる部分は一部を掘 り下げただけである。上層断面図はAト レンチがヽ 1よ り北へ 4m,

Bト レンチが、 1よ り東へ 5mの位置である。

Aト レンチについて

W-1,2区 については新しい時期の攪舌Lがおこなわれている。W-1区は岩盤まで達し,W-2で も上

半部を攪乱している。この上層には近代の瓦が多量に含まれ,炭 ,灰を含む。第 2層は黄褐色土で礫を含

み,土師器と瓦の破片も含まれている。瓦は西端の瓦溜 りのものに類似するものである。第 3層は礫まじり

灰色土で瓦の破片を含んでいる。第 4区では鉄釘 も検出された。第 4層 は礫まじり黄色土で遺物は含まれて

いない。かなり大きな礫を多く含み,北側の高い部分を削平して造成した盛土である。第 5層は灰色～黒色

上で炭化物を含んでいる。ところによって炭を多量に含んでいる。E-3区は特に著しい。第 6層はやや明

るい色で淡灰色土を含んでいる。第 7層は第 5層 とほぼ同様であるが,西方では不明確である。この層の下

層にはうすく細砂層が認められる。第 8層 は淡灰色粘土で,砂粒をあまり含んでいない。 5～ 8層 において

は須恵器,須恵質土器,土師器,鉄釘を含んでいる。また格子目の施された平瓦の小破片を1片検出してい

る。須恵質土器の完形品も第 8層に底部をおいて検出された (第 16図④)。 第 9層は淡灰色粗砂である。西

端部の瓦溜り (第11層)は焼土と瓦がほとんどで土を含んでいない。瓦は地山までつづき岩盤上には比較的

保存のよい軒平瓦が含まれている。岩盤は西端部で高まり石積がのっている。東へ約 2mの平坦部ののち傾

斜し,約 12mの 間で東西方向には水平を保っている。E-4区で40Cm位高まり東へ続 く。さらに東の状況は

明らかでない。

Bト レンチについて

Bト レンチは北が高く,南へ傾斜している。S-3区の部分で石垣となり裏込めがみられる。土層の状況

はAト レンチとほぼ同様であるが,第 4層は西端では厚 くなっている。S-2区における 5層はほとんど炭

黎
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である。第 5～ 7,12層には須恵器,土師器のlll片を含んでいる。S-4区では第5層がやや厚い。第12層

は礫ましり灰色土で,土師器片を比較的多く含んでいる。土師器には高台付と糸切り底のものがある。この

層からは縄目の平瓦 2片 も検出された。岩盤は北から南へ向かってゆるやかに傾斜している。 トレンチより

JLでは表土下は岩盤で,北の地山を削って南を造成したようである。

監トレンチ調査の結果について磯

トレンチ調査によると石積遺ittの東側平坦地は造成によってつ くられたことがわかる。最下層部から検出

された須恵器,土師器の破片は平安時代末と推定される。石積遺構がつくられた時には平坦地の造成 |ま なさ

れていなかったことがわかる。第 4層の造成上の中には多量の礫を含んでいることから,北側と東側が肖」平

されたと考えられる。当初は石積遺構の東側に浅い谷状の地形が存在したもので,後に平坦地が造成された

ものである。岩盤上面の遺構の有無については小 トレンチでは確認できなかったが,何 も存在しなかった可

能性が強い。西端の瓦溜 りは南北方向につづく。

【瓦溜 りと東 側 造 成 地 の関 係 につ い て】           .

石横遺lftの東側瓦溜りは表上を除くと岩盤まで瓦と焼上で埋没している。 lm幅の トレンチ調査において

も長さ約 4mの部分でりんご箱6箱分の瓦を出土している。瓦溜 りと造成層との関係を知る手がかりとなる

部分がAト レンチでは攪乱土となって確定を困難にしている。断面図に示した反対側の断面においてはほぼ

第3覇付近まで瓦と焼上の層が確認されることから,第 4層の造成上よりのちの堆積と考えるのがもっとも

妥当性がある。Bト レンチの第3区第 8層で格子目のたたきを施した平瓦片 2個が検出されている。トレン

テ調査区域内では少量しか検出されていないことから詳しい年代は決めがたい。同じ土層に含まれている土

器片は平安時代末頃の遣物が含まれている。造成に先行して所在した瓦と推定される。瓦溜り中の瓦にはい

くつかの種類があり古い様相のものもあって,浅い谷状地形の存在した時期にも近くに建物が存した可能性

がある。

Ⅲ 遺

1土  器 類

トレンチ調査と石積IIB構周辺の清掃中に検出したものである。

焼等がある。

須意器 (第 16図 1～ 3)

須恵器は3点ある。いずれも器形は杯である。

須恵質土器 (第16図 4～ 9)

須恵質土器はE-3区・下層 (4,5),E-4区 (6,7,

したもの (8)がある。 3は完形品で口径14.8C■ ,器高 4.7帥 ,

種類は須恵器,須恵質土器,土師器,備前

9),他に「鋒楼跡」の周辺清掃中に出土

色調は灰白色を呈する。4は ると同様の破
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片であるがやや」ヽさい。いずれも底部は糸切り底である。他の破片も同様である。
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第16図 熊山遺跡出土遺物実測図
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土師器 (第16図 10～ 16)

器種はほとんど皿形の土器片である。底部は糸切り底と高台付のものがある。口縁部は外開きになってい

る。胎土は細かい砂粒を含み,色調は黄褐色を呈する。年代は平安時代～鎌倉時代頃と考えられる。ほかに

新しい時期の燈明皿 (21)力
'あ

る。

備前llR(第 16図 17～ 20)

石積遺l・Iの周辺部の除草作業中に採集されたものである。特に古いものはみられないようである。器形に

は壺,す り鉢などがみられる。

2  瓦

瓦は石積遣構の周辺部をはじめ,広範囲にわたって採集される。従来の報告においてもふれられている

が,軒平瓦,軒丸瓦,平瓦,丸瓦の破片が多量に出土している。特に石積遺構の東側の瓦溜りから多量に出

上し,E区 ,N区,S区の第 3層 (礫ましり灰色土)中に含まれている。他にはS-5区第12層 とE-3区

第 6層から少量出土している。西側の瓦溜りの瓦は焼けており黄褐色を呈する。

軒丸瓦 (第17図 1,2,6)

検出されたものはわずか数個の小破片である。完形のものはないが,いずれ も巴文である。巴は著しく尾

の長い形である。1,2は彫りが深く,6は彫 りが浅い。

軒平瓦 (第 17図 3～ 5,7～ 12)

石積遺構の東側の瓦溜りから検出されているが,完形のものはない。彫りの深いもの (3,4)と浅いも

の (5,7～ 12)がある。前者は中央部ははっきりしないが唐草文を配している。後者は中央に菊様の文様

を配し,左右に細い唐車文を配している。軒平部分を欠失しているが,平瓦部分を残すもの (第 18図)で大

きさを測ると長さ40Cm,巾 27～ 30酬厚さ3 Cmlである。

丸 瓦

九瓦は少量出上している。外面は磨かれているが,内面には布目痕がみられる。

-21-
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平 瓦 (第 17図 13～ 1乃

出土した瓦の大部分が平瓦である。表面にはいずれも布目痕が残 り,裏面は大部分が格子文の叩目が施さ

れている。 (15～17)。 W区の瓦溜り中には含まれていないが,S-5区第12層 中で検出したもの (13,

14)には縄目が施されている。

以上の様相からみて,大 きく2種類がみられる。彫りの深いもの (1～ 4)と 彫 りの浅いもの (5～ 12)

があるが,前者は鎌倉時代以前,後者は鎌倉時代後半～南北朝初期と考えられる。S-5区第12層で検出さ

れた平瓦は瓦溜りの瓦に先行するが詳しい年代はわからない。

2
彎 、・ 覗

匈

岬

だ蓬暴葬
10 cm

第18図 W-2区 出土瓦実測図
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調査区域中で角釘が出土している。小破片は除いたが,E-3区 灰色土層中で 3本 (4～ 6)E-4区 第

3層で 1本 (3)W-2区 瓦溜中で 1本 (2),「鐘楼跡」周辺の清掃中に1本出土している。いずれも角

釘で頭部を一方に折り曲げている。

0          5 cm

第19図 鉄 釘 実 測 図
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Ⅳ 「鐘楼跡」について

「鐘楼跡Jと 呼ばれていた部分について検討する。上面を清掃すると,石材は2つの方形が認められる。

やや小さな石材を用いた西よりの方形は,聞 きとり調査によって戦後まもなく石積遺構のよう拝所がつくら

れた際の基礎であることがわかる。これはS.25年 に梅原末治博士らの調査にかかる時までには,猿田彦神

社の方に移転して残存していなかったことになる。

やや大形の石材を使用した方形の基礎はそれ以前のものであることは確認された。しかし,同時までさか

のぼること力ゞできるかどうか決めがたい。トレンチ調査の結果によると第2層の上に石材が位置し,この層

位には西の瓦溜 りと同じ瓦片を含んでいて,建物が存在した時期以降であることがわかる。
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V 墳状遺構について

史跡地内の革刈り作業によって石積遺構の東側平坦地北端に土盛りが確認された oそのため,除草を完全

に行い,写真撮影と1 0Cmコ ンターで平板実測を実施した。形態はやや楕円形を呈 し ,低いマウンドである。

周辺部は北がやや高くなり,その他は南に向かってゆるやかに傾斜している。規模 は長径 6.5m,短形 3.6

1n,構 き 0.6mで ぁる。表面観察では時代も遺構も不明だが,経塚か墳墓などが想 定される。

(文責・正岡 睦夫)

鞣
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凸 影
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第20図 墳 状 遺 構 実 測 図
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第五章 石積遺構分布調査

は じ め に

国指定史跡である熊山山上石積遺構は,江戸時代以来,唐僧鑑真開基の伝承をもつ,帝釈山霊山寺に付属

する「戒壇」とされてきた!)τ ?と も,昭和以後いろいろ新説も出されているが,こ こでは触れない。

そして,山上他の峰々にも類似石積遺構の存在すること力薄旨摘されてきた。たとえば,沼田頼輔は「小規模
(4)

なものを加えるとその数 9個の多きを数える」といぃ, 荒木誠―は指定石積を含めて第 7号までの分布を
(6)

記述するとともに略図を掲げ,すべて戒壇としてぃる。 さらに大本琢寿は,守時桂太氏所蔵の古版本から

招った ものとして掲げた一文の「 戒壇四十八谷数四十八……」を紹介し,別掲の地図に「壇築遺跡」 7号ま

でを載せていぶP 近江昌司は「熊山には第 2章に述べた (注 。国指定の)石積遺構のほかに同様な小遣構

群が散見していることが知られている。しかしその数量や実体について報告されたものはないようでぁる」

として,諸資料を紹介するとともに,地元の調査では「熊山の北半分 (熊山町の行政区域)においては6群

以上3o基を越え,その うちのあるものは北方山裾に至るまで造営されていると云われる。ところが筆者の短

日時における粗野な踏査ではあったが,確実なところ 2基の小遺構を見出すことが出来たにすぎない」とし
(8)

た。 近江の掲げた第 1図 (遺跡附近地形図)での小遺構分布
(8)に

は,不充分な点が認められるので,以下

今回の分布調査での個々の所見を述べるとき,荒本の資料ともども比定していきたい。

これら石積遺構について,戒壇説のほか,経塚説・特殊造塔説・修験道関係遺構説・高僧墳墓説など多く

の説が,記述されたり語られたりしているが,以下分布調査結果を公表し,研究の用に供したい。

このたびの分布調査は,日程や経路の都合とか,見落とし分についての追加調査などにより,同一地区内

での調査番号が不ぞろいになったのはやむをえなかった。その通し番号は原則として各遺構のJL東隅に立て

た赤杭に記入し,今後の調査 0見学に便した。また一応番号を与え,杭を打ったものでも,調査終了後,調
査担当者全員による検討の結果,除夕|すべきもの,参考に留めるべしとされたものは,以下の記述において

欠番となったり,あ とに一括したりしてある。

なおこの調査に当たっては,あ らかじめ諸資料によって地点を推定したり,地元古老の知見にもとずく案

内によって踏査し,その途次偶然に発見したものを含めた。また古老が「 ここには絶対にないJと 断言する

尾根や谷についても,可能な限り歩いて,存在しないことの確認に努めた。しかしながら,ま だまだ知られ

ない遺構が,知 られない地点に落葉衡植におおゎれて存在する可能性は,充分あるといゎねばならない。ま

た,多 くの遺構が原状をほとんど留めないほど破壊されているため,採択 。参考 0除外の分類にも,確信の

もてないものがある。今後研究者の調査にまつところ大である。
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く涯ヒ〉

(1)熊山町奥吉原・薬王寺宝生院蔵「天和 3年 (1686)6月 20日付書上」

(2)大亮軒「和気縄」宝永 6(1709)

(3)松本売之助「東備郡村誌」元文 2(1767)

れ)田田頼輔「備前熊山戒壇遣跡考J考古学雑誌15巻 6号 。大正11(1922)

(5)永山卵二郎「岡山県通史 (上巻)」 昭和 5

(3)赤磐郡教育会「改修赤磐郡誌」昭和15

(7)大本琢野「熊山雑記」吉備考古86号・昭和28

(8)近江昌司「僣前熊山仏教遺跡考J天理大学学報第85輯・昭和48

Ⅲ 各遣構の概要

※遺構名(ノ‰。)は調査番号=赤杭番号

A 熊山神社境内地区

1,驚山神社境内1号 (国指定史跡石積)

熊″1神社の南石段登り園から南へ約 200m行 くと,そ こから東と西へ各約 100mのびる,細長いほぼ平坦

な台地が広がっている。この一帯が国指定史p」
liで あり,その西端近くに3段の石積が見られる。露出した巨

大な岩盤上に,割石をもって一辺約11.7mの 方形基壇 (岩盤が最も低い南東隅での高さ約90Cm)を造 り,そ

の上に1段 目として一辺約 7.7m,高さ約lm,2段目一辺約 5。 2m,高さ約 1.2m,3段目一辺 約 3.5

m,商 き約 1.2mの方形石積を築造している。2段目の四面中央には高が造られていて,その高さは65～ 90

m,幅 62～76帥 ,奥行90～ 166伽 である。石積の中央は堅穴の空洞になっていて,上を大きな蓋石でおおっ

ていたもののようである。

昭和11筆 8月 %日 ,熊山南麓香登の南方,鶴山丸山古墳が盗掘され,30余面の鏡や見事な石枕,玉類 など

が臨土したことが近隣人士を蒙」激し,本石積も翌,昭和12年 9月 23日 ,西倶1か ら盗掘を受けた。そのとき 5部

分組み合わせで全高 1.6mに達する特殊筒形須恵器と三彩小壺,それに,皮のように見える文字の書かれた

巻物獅 ものが出上したという。三彩は郷土史家水原岩太郎氏が 100円 ほどで入手したが,後年行方不 明 ,

筒影須恵器はぃっ■ん相生市那波の古物商が80円 くらいで買取り,その後水原氏の手を経て,現在天理大学

の所磯となっている。巻物様のものは故小橋藻平氏が蔵していたが現在は不明である。前二者については ,

Iの注に掲げた,吉騰考宙86号 と(3)の近江論文に詳しい。

B 竜神山地区

1.電神山1号藤行者様 (Ml)

吉井川にかかる南熊山橋東詰から熊山山上への登山瞥
の中間点あたり,竜神山三角峰の北西に位置す る双
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こぶ状」ヽ丘の南丘頂に立地する。やや平坦で岩盤が露出し松林となっている。平石を立て並べて U字形に

し,その内側にも同様コの字形に囲み,中央には石をもって祠を載せる台座を造っている。この祠にはかつ

て一本歯の下駄をはいた本像が置かれていて,行者様として信仰されていたという。外の石列北西隅には,

豊島石製の一祠が置かれ,中に二本歯の下駄をはいて しゃがんでいる,おそらくこれも行者のイヽ石像があ

る。

これは無論,現状を石積遺構ということはできないが,石材の形状・大きさ・数量などとともに,立地場

所その他か ら考えて,かつての石積の二次的転用と推定した。

C 峙雷笙地区
くがい)

国夕旨定石積から真西へ 620～ 660mの所を頂とするゆるやかな一峰が南山崖で,南から南西にかけて,標

高 370～ 380mぁたりから下は断崖絶壁となっている。

1.南山崖 1号 (M2)

南山崖頂上から,真南方向よりわずかに西へ振って,上述の断崖直上に,千畳岩 (畳岩とも)と 呼ばれる

東西30余 mの巨岩がある。その巨岩南縁と断崖との間にある,わずかばかりの緩斜面に立地。国有林境にあ

る。

小形割石をもって,内部に空洞を意図したように積み,その上に 1.5mx l.lmの平石を載せたもの。平

面ほぼ方形 と見てよい。地元瀬戸町在住の上井秋夫によれば,かつてこの蓋状石の上に小石をもって小さな

壇が造 られており,当時の写真 も持っているという。

2.南山崖 2号 (M39)

南々東端 ,千畳岩の東方,大谷山方向へ舌状に突出する三方急崖の小尾根のうけ根:やや平坦な所に立

地。国有林の境界を示すコンクリート赤杭M19アを立てるため転用されている。杭を立てた部分は新しい土

石をもって埋めているが,外周の石は小形ながら石積遺構の原形をわずかに留めるものと思われる。

3.南山崖 3号 (M3)

千畳岩か ら南山崖頂上へ登る中間やや下寄 りの斜面,雑本林に立地する大規模な3段石積遺構。第 1段の

南つま り谷側には,高さ 1.5mく らいの石垣を東西20m近 く築き,土留あるいは基壇の役を負わせているよ

うである。流紋岩質の石材は比較的大きく,板石もあるが不整形のものが多い。 2段目には寵を設け,北面

と東面の ものが遺存している。この 3段石積遺構は,規模・形式とも山上のA■ (国指定)と ほとんど同様

であるが,戦後盗掘によりいちじるしく破壊されてしまった。蓋石に使用されていたと思われる,大きな板

石 も残存 している。

I(6)
本遺構が荒木誠一の掲げる2号戒壇であることは疑いなく,  当時南面のみ破壊されているように略図
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が描かれているのに,現状はもっと大きく,画面にまで破壊が及んでいる。

盗掘よりずっと遅れて上記土井秋夫らが実見したところによれば,中央空洞部の底には攀大の円礫が多数

見られ,その礫間より須恵器 1片を採集した。それは径10CInた らずの底部片で無釉,断面四角形の高台がつ

いていたという。この破片は実見当日土井の手を離れ,以来その所在が不明である。

4.南山饉 4号 (ヽ 4)

南山麗頂上の平颯な雑木林中に立地する。いちじるしく破壊されているが, 2段がほぼ確認できる。第 1

段の外側に,基壇かとも思える石材の遺存が認められるが確かでない。長方形のやや大きい石材もあるが ,

小形のものが多い。中央部には蓋石に使用されていたと思われる大形の石材があり,中央に空洞部を設けて

いたものと思われる。

前記荒本のいう第3号戒壇である。

5。 南山量 5号 (M5)

南山崖頂上から北々東方向へいったん降 り,再びゆるやかな登 りになった,狭い尾根の中間に立地する。

1段のみ原状をわずかにうかがうことができるもので,やや平たい石が数個遺存している。

荒本のいう第 4号戒壇あたりの位置にあるが,状態と規模はまったく異なり,しかも付近にそれらしいも

のは見当たらない。

6。 南山量 6号 (M40)

南山崖北端,すぐ北辺は削去されて,弓削

部落から熊山山頂方面へ通ずる俗称権現道と

なっており,経盛山と南山崖のあいだ大坂峠

のすぐ西に■る。狭い尾根上のほぼ平坦地に
0    .     5 cm

立地し,東西約4m33,南 北約 2m強め範囲       ~

に,流紋岩質の石材多数が集中的に乱在し,      第21図 南山崖 6号 (C6)出土土師器実測図

原形を留めない。

きようもり

D 経盛山(清盛山)地区

南山崖頂上から北へ約 400m,標高 510mと ぃう熊山山lytの 最高峰である。

1経盛山 1号 (M8)

頂上独立標高点の南約10m余 の平坦地に立地する。山道に接する2段積みである。全石材力洸まとんど残存

するが,全面的に少しずつ動いていて,各段四方とも原面はつかみ難い。中央にはぼ円形の凹み穴が見られ
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る。

上記荒木の記する第 6号戒壇であるが,荒木の図では3段積みとなっており,現存する2段をその 102

段としても,2・ 3段 としても計測が合わない。しかし状況から考えて荒本の示す 1・ 2段が残 り,3段目

が消滅したと見るべきであろう。

2.経盛山2号一櫛名田比売 (M13)

山頂から前記大坂峠へ向かって,半ば近 く降 りた南東尾根中腹に立地する。かなりな斜面に岩盤の露頭が

あって,その上に石積を造っている。中央部が とくにいちじるしく破壊されているが,全面的に崩れてい

て,原状を推定することはできない。

Iの注(8)で ,近江昌司が「推定南山崖遺構Jと した遺構である。また荒木が第 5号戒壇としたのは,位置

からしてこれではないかと思われる。

3。 その他参考地

(ヽ44)2号の西方,頂上への山道の北に接し,南東へ下降する尾根上斜面に立地。谷側にはぼ二辺が認め

られるが崩壊がいちじるしい。山側は埋没しており,付近にlm前後の大石が散乱している。

(M45)ヽ 44の北,同様の立地である。 lm前後の自然石数個が点在する間に,20011前 後の石材が集中的に

舌L在する。

(ヽ46)2号の下方,かなり急な斜面に,小さな割石が多数集中的に崩落しており,荒本のいう第 5号戒壇

はこれであったかもしれない。

E 風神山地区

熊山神社から西へ,経盛山に向かってのびる尾根 (最高 499m)が風神山である。

1.風神山 1号 (M6)

経盛山との中間鞍部が,経盛山・熊山へ通ずる山道と,北西の勢力部落から登ってくる山道との,三差路

になっている地点の東約10mに位置する。雑木林の緩斜面に立地する。

かろうじて 2段築成が認められるていど14Hれ崩れている。付近にも流紋岩質の石材が散乱しているが ,

基壇とは認め難い。石積中央部には,かつて空洞を作っていたように見える。

前記荒木誠一が第 7号戒壇としたのはこれである。また,近江昌司が「 8mほ どの間隔をあけて位置して

いる」 2基の「小遺構Jと したひとつが本遺構であろうと思われる。

2.風神山2号 (M7)

4号の10mほ ど上の斜面に立地。明らかに石積遺構であるが,石材はかなり動かされている。中央部に竪
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穴状空潤部の疲跡と思われる凹所が,ほぼ円形に見えている。外周は方形平面であったかどうかもわからな

いほど荒れ,かなりの巨石が散在しているが,自然石かどうかも不明である。

近江の述べた 2盤の隣接する小遣構のひとつと考えられる。

3.震神山 3号 =鍛冶神襟・鍛冶大明神 (M12)

風神曲から南西へのびるふたつの小さい舌状支丘のうち,東側の尾根の南端近く,ほぼ平坦面に立地す

る。石機の石材はすべて動かされ,平面コの字形に積み変えられており,その中央に方形の台座を積んでだヽ

耐を据えている。コの字区画内にも多数の平石が敷かれていて,大形のものはア0～80Cm長 に達する。

鍛冶大明神は,中世以来熊山南方の刀工たち (長船など)の尊崇篤く,祭ネし時には参拝のため長蛇の列が

続いたという。カマ・ハサミ・ ナタ等が奉納されている。

F 南の峰地区

国指定石殺 (Al)か らほぼ南へ向ってのびる尾根が,ほぼ直角に西へ折れて大谷山へ向かおうとする所

が南の峰である。その北西斜面は大谷の急崖に落ち,東は香登部落から北へ深 く刻まれた美音谷である。

1.南の峰 1号 (M20)

美音谷の谷頭近い奥山池から南の峰へ向かって,国有林の境界が走っているが,その線上最低位の斜面に

立地。奥山池の提防を西へ 1.5倍ほど延長した地点にある。石材はその境界杭ヽ 262に転用されている。

小形 1段の石樹で,石材は小さい流紋岩質である。現状が本来のものか,境界杭を立てるのに積み変えた

ものか不明である。

2.南の峰 2号 (ヽ21)

前記境界線上,1号の南西にあり,南東方向へ張り出した尾根の頂上から 100mほ ど下がった斜面に立地

している。境界杭ヽ 259を 中心にして,大形の割石をもって築造しているが,大 きく破壊されている。境界

より南へ約 2m突き出た所に, 1段 目かとも思われる舌しれた石列があるが,断定し難い。

3。 南の峰 3峰 (聰42)

南の峰頂上から北東約 180mに一峰があるが,頂上から南々東に下がる尾根上に2基の遺構がある。

竜神山 1号,風神山3号と似た遺構で,コ の字形に積まれており,横穴式石室かと見まがうように積み方

は整然としている。方形石横を転用したものか,一次的別遺構かは確かでない。つぎの 4号のすぐ南 (下)

に位置する。

4。 南の峰 4号 (蘭43)

3号の北 ,頂上部に立地。一辺推定約 2.8mの方形である。中央部に平面円形の凹所がある。周辺に石材
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が散乱している。

5。 南の峰 5峰 (ヽ 9)

3・ 4号のある小丘の北,山道の西側に緩かに盛 り上がった雑木林中に立地する。全面的に崩れ,原状推

定はできない。石材はやや大きく,も と1段積みであったらしい。

6.南の峰 6号 (M23)

5号から西方大谷へ向かってのびる舌状小丘の南側に立地する。 1段積みと推定されるが,石材がかな り

散乱していて,本来の規模 e構造は不明である。

7.南の峰 7号=美音院跡 (No.22)

南の峰山頂 (426.9m)ょ りやや北,斜面に立地する大規模な石積遺構である。国有林境界杭を立てるの

に石材が転用されている。もと2段まではほぼ推定できるが,多 くの石材が北東と北西 (谷側)に転落散舌L

していて,3段であった可能lLLも ある。南 (山側)はわずかに上から上におおわれ,段積みをうかがいえな

い。

昭和 3年11月 に盗掘され,径約30CIll余 り,2本つなげる先細り円筒状須恵器の上に,国指定石積から出土

したのとそっくりの,火焔状ヒレ飾 りのある蓋をもつ,計 lmほどの経筒様土器がこの付近から持去られた

という。当時実見した古老の談である。なお,本遺構の東に隣接してる基の石積がかつて存在したそうであ

る。

8.南の峰 8号 (ヽ32)

7号より南へ約50mの山頂,美音院跡の南西端に立地。一辺 る。2～ 3.4mと 推定されるが,内部に散舌Lす

る石材は少なく,10余の石は国有林境界杭ヽ 254を 立てるのに転用,積み変えられている。中心部地面に盗

掘壊かとも見える凹所ができている。

9。 その他考考地

(M41) 3号の南 (下)に ,大形の石材が散在しており,その下に小形割石が散舌ししている。斜面がかな

り急で,独立の石積であったか,3号の石材の転落なのか不明である。

G 大谷山地区

1.大谷山 1号 (Mll)

南の峰の真西約 500mに位置する鐘状峰が大谷山 (401m)で ,そ の山頂平坦面の西寄 りに立地。方形 1

段積みで,国有林の境界に利用されている。原状のままにしては整いすぎている感があり,二次的に積み変
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えた可能性もある。周辺にもかなり多くの石が散乱しているほか,岩盤の露頭も見られる。

H 高津山地区

1,高津山商 1号 (Mる 3)

美音谷をへだてて南の峰の東にある峰が高津山で,頂上から南々東方向,油滝神社下社を経て送電鉄塔の

南約 150mの尾根上に立地する。約20個の石材が遺存し,最大のものは一辺 2.5mも ある巨石を用いてい

る。画面で2段の原状をうかがうことができる。なお,本遣構のさらに南約20m地点にも石材の集中が見 ら

れる。

I 山頂三角点地区

1.山頂三角点 1号 (M18)

一般にいう熊山山頂で,電々公社の中継アンテナ塔敷地の南に残されている,ほぼ平坦地にある。508.61

mの三角点の南5mに ,長 さ約10m幅約6mの 巨岩を基盤に利用し,10～40Cmく らいの石をもって石積を造

ったもののようであるが,現在は完全に崩落散乱し,西方巨岩外へもかなり落ちている。巨岩の東側には ,

石積の蓋に用いたものかもしれない大形の石が傾落している。

宙備前焼 (鎌倉期か)と 思われる土器片数片を採集した。

J 尺八山地区

頂上三角点の東約 700mにある一峰が尺ノ`山である。

1.尺八山 1号議院の基 (M29)

尺八山頂から南西約 300m,南へのびる小尾根上に立地。径30～ 40Cmほ どの石材が使用されているが,中

央部が地山まで盗掘 ?破壊されているため,本来の形状・規模は推定し難い。

盗掘?壊内部に,須恵器・土師器の破片が,地山直上に散乱していた。須恵器は内面にもタタキロをも

ち,平安以前と推定できる。上師器は高台のつくものがあり,年代観は平安後半～鎌倉時代と考えられる。

2。 その他参考地

(M28)尺八山頂上から南々東約 300mの尾根上:山道のすぐそばにある。一辺約lm, 1段積みで,かな

り大形の石を用いて方形に造っているが,境界石の可能性もある。

(M27)大 滝山福生寺の 500mほ ど北へ,尺八山の裾が張り出した台上に立地。送電鉄塔のある平坦部の北

西端に位置する小形の石積である。中央にコンクリート境界杭が立ててある。石材は

'0～

80cmに達するもの
もあり,原状が保たれているのか,二次的工作かは不明である。
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第22図 尺八山1号 (」 1)出土遺物実測図

K 獅子が谷地区

備前市大内から大滝山福生寺を経て,曲折しつつ北上してきた大滝林道が,標高 400m近 くで大きく西へ

曲がったあたりが,熊山山上東半部と西半部を分ける地点である。ここから 200mた らず東へ行 くと 425.5

mの三角点があり,その南の谷が獅子が谷である。

1.獅子が谷 1号 (M36)

三角点から南々西へ下る尾根上,標高 590m余の地にあり,大本琢寿が「福生寺上」とし,地図でその位

置を誤っているものである。

古老談では,10数年前までは高さ約 lmの石積であったという。現在,長辺 lm強の大石と多数の角礫が

散乱し,本来の形状・規模は不明である。

2.獅子が谷2号 (M37)

1号より北東へ約 5mに位置し,一辺推定3mの石積で破壊はげしく,基礎に利用した大形割石により規

模を推定できるだけである。それら大石の間に20～30Cmの角礫多数が散在している。10数年前までは1号同

様,高さ約 lmの石積だったというo

3.寺院跡および経塚?(参考)

前記三角点の南東緩斜面に布目瓦 (奈良末か)・ 須恵器・土師器の破片が散乱し,も との礎石かと思われ

る石が散見される。
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三角点北側の雑木林中に経塚かと思われる遺構がある。径約 4m,高 さ約60Cmの円墳状で,周を囲むよう

に石材が配置されている。

第%図 K地区寺院跡出土瓦

L 舟下山地区

熊山山頂三角点の北 東々,山上東半部の西端から,熊山町奥吉原へ向かってのびる一大支峰が舟下山であ

る。

1.舟下山 1号―犬塚 (ヽ16)                   ・

舟下山の南西側につながった,北西から南東へのびる細長い一峰がある。その頂上よりやや南へ下がった

所に位置する。板場池の堤防北詰めを登らた所である。

方形 2段の石積で,中央部の石材は掘り取られてまわりに積み上げられ,穴は地山も掘 り下げられてい

る。流紋岩質の石材は不整形で大小さまざまであり,大は長さ80Clllに 達する。盗掘鎮には7～ 8年たったと

思われる小松が生えている。                     .

M 鳥帽子岩地区

」の尺八山東方約 2.5h,標高 350mの一峰である。

驚鼻
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1.烏 帽子岩 1号 (No.48)

岩より東へ約 100m,三角点の付近にかなりの巨岩があり,その上に石材が方形を推定できる形に並んで

いる。石積の上部はほとんど転落しているようで,巨岩の西側や南側に石材が数個ずつ散乱している。巨岩

上に残っている石の高さは20～ 25Cmく らいである。

N 山上でのその他の参考地

(ヽ17)山頂三角点の北々西,熊山池の北東にある小峰頂より,やや北に下がった平坦地に,大小多数の石

が散舌Lしている。遺構と断定できるものはないが,石群が東西約10nl,南北 5～ 6mにわたって集中してい

るのは,こ の]ヽ丘上,他では見られない。

(ヽ38)熊 山神社の北西にのびる双頂峰 (雲上山)の北峰から,西へ張り出した尾根上に立地する。小形

であるが整いすぎの感 もあり,石積遺構か,小祠の台座かは断定し難い。

(M47) ほぼ熊山山上東端近 く,和気町大中山の観音谷に北面して,巨岩中腹に浅い洞穴がある。南西隅

に石を積んだものがあるが,観音堂という俗称から,観音菩薩を祀ったものであろう。

O 低 位 に お け る石 積 遺 構

A～ Nはすべて,標高 350m以上の熊山山上に分布しているが,ずっと低い地点にもいくつかの石積が見

られる。     ・

1.千碁・行人山 (ヽ14)

山陽本線熊山駅の真南約 lhの滝尾山から,北に向かって張り出した急崚な一小峰が行人山である。頂上

(121.5m)の 狭い平坦地に割石をもって 2段に積まれている。 1段目に比して 2段目はやや高く,しかも

現状では角錐台に近い。 1段 目の上面は,三方が幅20Cmで ぁるのに北側のみは40Cmで ,この上に瓦質の小祠

破片が遺存していた。

中心部から北西にかけて,2段目が盗掘で破壊され,そ こに 1枚の大形平石が傾落しているが,蓋石か ,

3段目代用であったか,祠の台座であったかはわからない。全体として原形そのままでなく,修復または変

形を受けているようである。                          お

2.千碁・明人山 (ヽ15)

熊山駅のすぐ東が明人山 (153.6m)で ,山頂から部落方向へ南西微西に下降し,亀池下の小池に向かう

尾根上 ,標高約75mの緩斜面に立地する。南山崖 6号 と同様,全面的に破壊しており,ほぼるIn四方内に流

紋岩質の小石多数が集中して折 り重なっている。付近にも石の散在が見られる。

中心よりやや下と,石群から谷側へ数m降 りた地点とで,古備前焼 (鎌倉期か)ス リバチ片とツボ (カ メ

?)片各1を採集した。
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市

第24図 千掛明人山(02)出土備前焼実測図

3.坂根竜神様 (M25)

熊山山塊の南西裾近 く,吉井川のすぐ東岸に,大谷山から下降する細長い尾根が,二の樋部落のすぐJLで

逆Y字形のふたまたに分かれた,西尾根上の最高地点|ご位置し,松の疎林となっている緩ぶ1籠1に立1也。標高

わずか80余 mでぁる。 1段のみであるが,原形をほとんど氏さず,西側に少し離れて基ボ1か ,も との 1段 日

の一部かとも思われる石列がある。

この場所は,往時雨乞いに利用されて竜神を祭 り,東側の平lfl地で千貫焚きをしたというから,石積が 2

次的に動かされた可能性も大きい。石材は,付近にほとんど見られず,こ こに集中し,しかもここの石も砂

防工事用などに持去られているそうで,残る石は少ない。中央に避石を思わせる大I影の石がボ1かれている。

4.香登官山 (No.26)

香登西部落の北方,城山池を経て森ノ木川の西斜面,山道に1妾 して松|卜・ブッシュの中にでll也。lL画部は

崩上に埋没して確認できないことF7と似ている。きちんと積まれた1段のみ載っており,上部仰石は城山

池の堤防工事に転用したとのことである。一時毘沙門天を勧請したというから,そのとき手を11え た可能性

もある。

見晴 らしの悪い,深い谷の中にあり,背後が急斜面でもあるので,地itが 1凛和 4年 8月 に石積遣構の手)布

調査をしたとき正式登録せず,参考に留めたという。

5。 その他参考地

(ヽ31)備前市大内から大滝山福生寺へ向かう舗襲道路の途中,ク レー射駆場の西側斜面に,戚塩螺と呼
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ばれる石積があったという。昭和30年ごろ,国道 2号線を改修したとき,こ この石材を利用した そうであ

る。 2段の方形に積んでいて,高さはlm弱であったというが,遺存する石はわずかである。

(ヽ30)大内部落の西,大内山の東麓の,北と西に山を負い,東と南が開けた地が香登廃寺である。このJヒ

東,尾根端部に位置している。傾斜の変換点にあり,山道に接している。長さ40～50Cmの石を2段に積んだ

ものが,50年ほど前に残っていたという。石材は宅地造成などに持ち去られ,現在10個ほどが残るにすぎな

い。

(ヽ34)香登廃寺の北西で,現在アパートが建っている北西端にある。かつて,高 さ60～ 70Cmの 2段の石

積があったというが,現在は一辺約 2.6～ 2.アmの石列が残存するのみで,中央部は自然層まで掘られてい

る。

※ 香登廃寺南方の水田 (かつての寺域内)に高さるmを こす円墳1状の上塔らしい草山があって,明治 4

年の絵図には「戒壇」と記入されているが,国道 2号線工事の土取 りのため消滅したという。

Ⅲ 調査を終えて

以上,3ケ 月で調査した48遺跡のうち,4(ヽ10,19,24,35)を 除外し,国指定石積を加えた45遺跡に

ついてその概要を述べた。45の うち,不確実だとして参考に留めたもの12を差引くと,確実・ほぼ確実とし

た遺構は33と なる。なおこれ以外に,地元古老の談によって,かつて確実に存在していたが,池の堤防や道

路工事などにより消滅したと推定できるもの数基を数えることができる。これら遺構群の分布を大きくまと

めてみると下表のようである。

付表1石積遺構分布状況

山上西半部 山上東半部 低位のもの 1   計

確実 。ほぼ確実

参  考  地 1

計 5

圧倒的に山上 (ほぼ標高 350m以上)西半部,と くに,西側からえぐり込んだ大谷の急崖をめぐる,南の

峰から南山崖にかけての一帯に集中的である。つぎに全体的特徴をまとめてみよう。

1規 模 と 形 状

現状において,1段目の一辺がほぼ5m以上と推定できるものは,Al(国指定)・ C3(｀ 3)・ F7

(M22)・ Dl(M8)・ L■ (ヽ16)・ 04(M26)の 6遺構である。A10C3・ F7の 3基は,大谷

を眼下にほぼ正三角形の頂点のように分布しており,Dlは C8の北方最高峰の頂上,Llは 山上東半部に

遠く離れ,04はずつと低位 (標高 110余 m)の深い谷にある。またAl・ C3は 3段で,2段目四面に寵
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をもっているが,他の金石積は,現状で3段と推定できるものはなく,1-2段 で,寵をもつ ものも見当た

らない。荒木誠―は,C4(｀ 4)・ C5(M5)・ Dl(M8)・ El(M6)を すべて 3段とし,細か

い計■llを記入した略図を掲げているが,(6鏡状では確かめようもない。大形 6遺構以外の,原寸を推定でき

る石積は,一辺 3～ 4mてぃどの中形,2～ lmの小形である。大部分の石積が破壊または変形されている

ので,全体の傾向を述べることはできない。

2遼 物

遺構の性格に迫るための重要な手がかりのひとつ遺物は,急いだ分布調査の上ではほとんど発見できなか

った力
',検

出した,あ るいは検出したといわれるのはつぎのとおりである。

(須恵器〉 Al(国 指定)。 C3(詭 3)・ F7(M2の O Jl(M29…土師器も伴う)

〈古備前焼)F3(M42)・ 11(M18)・ 02(｀15)

なおこのほか,C6(M40)か らも若干の上器が検出され,ま た個別の記述で触れたように,K地区から

は,須恵器や奈良後半と考えられる古瓦が出上している。      ゛

5 立 地

全遣構について築造の立地を調べると,その大部分が眺望のよい山頂,または尾根上の斜面にあるが,い

っぼうで眺望はかならずしもよくはないが,山上より八方へ通ずる登山道の分岐点など,交通上の要地に立

地するものもある。C6(M40)・ El(ヽ 6)。 E2(M7)・ 03(M25)・ 04(｀26)な どがそれである。

また,Al(国指定)をふくめ,自然の大岩盤ないし巨石の上に築造されたものもかなりあった。

4 遺構 の破壊 と、保護 の必要

すでに述べきたったように,ほ とんどの遺構が大破されている。自然崩壊もいくらかはあるのであろう

が,その多くは溜池の堤防や道路・砂防工事等への持去であり,国有林境界への転用であるが,石材の多く

を残しながら,中央部が大きくうがたれているものは明らかに盗掘である。昭和11年の鶴山丸山古墳の盗掘

がきっかけとなって,Al(国指定)力滋新]さ れたことはすでに述べたところである。以来盗掘は断続的に

行なわれたらしく,荒木誠―の略騒
6).と

比較しても,該当遺構の面影もない現状である。大戦後の盗掘につ

いても耳にしており,これ以上破壊を見過ごすならば,これら遺構群の性格を明らかにすることはますます

困難となろう。

例えばAl(国指定)と 同規模のC3(M3)つ まり南山崖の巨大な石積遺構などは,町の指定すら受け

ていない状況である。また,他の遺構群もったとぇ小形であろうとその分布に重要な意味があるわけである

から,これらについても転用・変形することのないように,充分配慮しなければならない。

幸か不幸か,大部分の遣構が国有林内にあるわけで,その気になりさえすれば,保護保存は民有地内より

もはるかに容易であろうと思われる。全国的に類例のきわめてまれな,本遺構群の充分な保護を願ってやま

ない。
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付表 2 熊山山塊石積遺構群一覧表

※ 確度のうち△は参考,Xは除外,他はほぼ確実

(調 査番号)
1段

数 1段 1辺 1確

Bl

C■

C2

熊山神社境内 1号   (国指定)

竜神山 1号=行者様  (ヽ 1)

南山崖 1号

南山崖 2号

南山崖 3号

南山崖 4号

南山崖 5号

南山崖 6号

経盛山 1号

経盛山 2号=櫛名田比売 (ヽ13)

風神山 1号     (M6)

風神山 2号     (M7)

風神山 3号=鍛冶神様 (M2)

南の峰 2号

南の峰 3号

南の峰 4号

南の峰 5号

熊山町奥吉原,熊山

瀬戸町弓削,畑

醒屈器勇男
赤石

熊山町勢力,内御浦

瀬戸町弓肖」,赤石

1?

9

1?

熊山町奥吉原,熊山

F4

F5

備前市香登, 奥谷

瀬戸町弓削, 赤石

南の峰 6号     (M23)

南の峰ア号=美音院跡 (M22)
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出
れ
韓
靭
ね
午
”
卜
●
″

，
一称 (調査番号 ) 所 在

△

△

△

一
△

一
△

備前市大内,南小路

備前市大内,香登寺跡

△

一
△

//       //

瀬戸町弓肖」, 笹原

備前市香登, 奥谷

(M24)

(M35)

伊部, 奥山

大内, 鬼ケ城

備前市香登, 奥谷

瀬戸町弓削,備前市香登

備前市香登, 奥谷

熊山町奥吉原,保々呂

備前市大内, 熊山

ク    大滝山

ク        //

備前市伊部, 奥山

熊山町奥吉原,保々呂

和気町大中山広谷
備前市西片上

熊山町奥吉原,保々呂

熊山町勢力,内御浦

和気町大中山,観音谷

南の峰 8号

(ヽ11)

高津山南 1号

山頂三角点 1号

尺八山1号奪院の基  (M29)

獅子が谷 1号

獅子が谷 2号     (M37)

舟下山1号=大塚   (M16)

鳥帽子岩 1号     (M48)

千弊行人山

千外明人山

坂根竜神様

(ヽ14)

(M.15)

熊山町千外, 清E尾

熊山町千鉢, 向山

備前市坂根, り‖合

大廻山遺構  (他小遣構 5)

珠千壇地区  (計  2)

岡山市草ケ部

備前市・和気町大中山

10%×  ?

れ
婦
無
翻
刻
劉
翻
翻
翻
馴
鋼
翻
細
勒
鯰
幼
欲
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監付 記機

以上調査した熊山山塊の周辺にも,関連する石積遺構ではないかと見られるものが若干存在する。つぎに

その概要を述べる。

1.大廻山地区 (岡 山市と瀬戸町の境)

熊山山塊西端裾にもっとも近い山陽本線の駅は万富駅であるが,こ こから西へ行ったつぎの駅は瀬戸であ

る。瀬戸駅から南西方向約 2 km付近を頂とする山が大廻山である。

この大廻山が南東へ張り出した尾根,つまり草ケ部部落のJヒ側の,標高約 140mの丘上に,も と3段を思

わせる石積みがある。地元の旧家・井上家の所蔵する江戸時代の古地図に,経塚と記されているものであ

り,荒木誠―が「改修赤磐郡誌」にも略記しているところである。熊山山塊の石積遺構にくらべ,石材のほ

か土の量がかな り多いようである。かなり石材を失い,また転落しているものも多いので,原J移復元は困難

ではあるが,3段の各一辺の長さを推定すると,下から10m,6m,4mと なる。

なだらかなこのJヽ丘上には,これ以外にも石積の崩壊と考えられる墳状の石群 5が存在しており,落葉・

腐植におおわれている。この丘からは東方熊山山塊を望見することができる。

■

ｒ

一Ｉ

●

〓

Ｌ
＝
”

|:25,000

……42 -―

第25図 大廻山地区石積分布地



2.珠千壇地区 (備前市と和気町大中山の境)

熊山山塊の東麓は,北半力藩口気町大中山,南半が備前市に属しているが,大中山の東,宿瀬池の谷を東北

東に登りつめ,害永町との境界を南へ登りきると300.8mの 三角点がある。そのやや南尾根上に,かつての

石横遺構ではなかろうかと思われる石材の残存が見られる。地表すれすれに見える岩盤上に,若干の積み石

があり,中央は空潤部を作っていたようである。全体の形状は破壊のため不明であり,付近に石の散乱が見

られる。

ここから尾根をさらに南へ下った地点,山道の東側にも,岩盤上に多くの小石材が,東西約 4m,南北約

6mにわたって集申的に崩れ重なっている。段数・規模 は不明であるが,石積遺構の可能性が強い。

この両鷲構の立地する地点は,立木さえなければ西方に熊山連山を望見することができる位置である。

以上 2地区について,8基ほどの存在を記したわけであるが,たまたま記録のあったものや,地元研究者

の知見によったもので,他にも存在する可能性を指摘しておきたい。

(文責・角田  茂)
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第六章 ま と め

熊山遺跡は,西面上部石積が一部崩壊したので,これを修理し,環境整備することとなったが,この事業

に先立って,精密な実測図を作製すること,石積遺構東側焼瓦出土地点および,鐘楼跡と称される遺構の実

体を究明すること,類似石積遺構の分布調査を実施することが,文化庁の指導によって計画された。

このため,熊山町教育委員会が,熊山遺跡緊急発掘調査委員会を組織し,昭禾鱒8年 9月 13日 に第1回の委

員会を開いて実施案を検討し,49年 1月 までの5ケ月を費してその事業をおこなった。その成果は次のとお

りである。

I 石積遺構の実測

国指定石積遺構付近を西端とする,一帯東西80■ ,南北50m,約 4000ぽ を平板測量で測った。石積遺構に

ついては,東西南北各面で36ケ所からのステレオ写真 (計45モ デル)を撮影した。写真縮尺は40～ 100分の

1である。これにより,平面図 1面 ,測面図各面計 4面 ,断面図東西および南北各 1面計 2面の,合計 ア面

のシ60の図化を実施した。その精度は,実寸で図面上± l mlnの範囲内で,と くに側面図は複雑な石積の細部ま

で正確に実測することができた。ただ各側面の範内両側面および奥壁は,影の部分で不能のため,別途実測

して側面図にはめこんでいるのは,写真測量の制約上やむをえないものであった。

熊山遺跡の実態については,かつては簡単な見取図しかなかったが,昭和25年 7月 ,梅原末治博士が計測

され,平面図と,東西 0南北 2方向の断面図を作製され,「吉備考古」86号に発表されたものが,学術的な

紹介の初めであった。長年それ以外に拠るべきものがなかつたが,I昨48年 ,近江昌司氏が天理大学学報第85

輯に発表された「備前熊山仏教遺跡考」は,東面の側面図を加えておられる。いずれにせよ,今回はじめ

てち賞験山遺跡の精密な現状実測図が完成したものであり,今後の研究と,保存の原点が確立したと言いう

る。              |     |

実測図完成後日時がないので,今後の検討にまたねばならない点ばかりであるが,2,3気づいた点のみ

を報告しておきたい。

1.最下段は:29。 7Cmを 1尺 とすればほぼ天平尺の40尺の壇を形成する。ただし,それ以外の数値は天平

尺では適当な数値にはならないので,簡単に天平尺とはいいきれない。

2.南辺と北辺は平行している。

3.最下段は平行四辺形であるが,3段日と4段 目は台形になっている。これらの変形は築成時の誤差

で,3段目と4段 目の東南隅の角度は88・ 45′ である。

4.籠の南北面は基準面と直交し,東西面のそれは各辺に直交するが,各辺が振っているので,南北方向

とは1・ 15′ 偏っている。         1

-44-



5。 る段目のテラスの幅はすべて籠の奥行とす致している。

以上の結果が,どのような技法によってもたらされたものかは,今後究明すべき課題であろう。

I 石積遺構東側の発掘調査

石横遺構は岩盤の上に築成されているが,その東の平坦面から焼瓦が出上したり,「鐘楼跡Jと 称する礎

石,およびこれに関連するかのような石列が見られる。この東部遺構の性格を究明するために,十文字に ト

レンチを入れて調査した。

その結果,平安時代末ごろまでは,石積遺構の東側岩盤は東に下がり,「鐘楼跡]東方付近との間に浅い

窪地力
'あ

って,この部分はほぼ露出していた。ただ石積遺構に対して何らかの宗教儀法が行なわれたため

か,本炭などが検出され,若干の時代限定ができる小さな土器が混入していた。

鎌倉時代末ないし南北朝時代になって,この付近に瓦葺の建物が建てられ,これが火災にあってこの谷を

埋める大きな要因となったようで,格子の叩目のある平瓦からは,鎌倉時代的様相がうかがえるが,菊花を

中央に配した唐草文軒平瓦は,むしろ南北朝に下げて考えるべきものの ようである。しかしその時代半J定

は,出土瓦全般,および吉備地方の当代の瓦の,編年的研究の進展をまつべきであろう。

この瓦葺建物の元の位置・規模については,今後の調査にまたねばならないが,総社市井山宝福寺に,こ

れと関係があると考えられる鐘が残っている。

「奉鐘鶴

備州熊山鱗山寺 大工左衛門尉

應仁試年撃十一月十五日

新田庄内寺見村

大壇那祐長」

と5行の銘文が刻まれているが,これが瓦葺建物の存続の下限を示す,一つの例証となるであろう。

この寺が鳥有に帰した後に,相当規模の整地が行なわれて,ほぼ現在見られるような姿になったようであ

るが,この時代については今のところ明らかでない。ただ,「鐘楼跡」の2まわりの方形石列のうち,北西

寄りにずれる小さい石のものは,敗戦直後の時期に,石積遺構に対する遥拝所を作るためのものであったこ

とが判明している。南東寄りにずれる,よ り大きい石の列はそれよりも古く,何の目的のものかはわからな

いが,霊仙寺鐘楼とするには確証があまりにも少ないようである。ただこの整地された地域の,石段を伴 う

石垣は相当大規模なもので,その性格は今後の調査にまたねばならないが,当初予想したように霊仙寺その

ものとも,簡単には結びつけられないようでぁる。

Ⅲ 分 布 調 査

史跡に指定されている石積遺構と同様のものが,熊山一帯に分布することは,第五章に記載されていると

おり早 くから知られてtヽ るが,石積遺構の性格を明らかにする上で,こ の分布および類似遺構の状況把握は

最 も重要であると判断され,金力を挙げて実施した。その結果,熊山山塊において,国指定石積以外に,石

……45……

ｌ
絆
″
肝
肝
雛
瀞
酢
抑
群
酢
嫌
貯
難
鰍
麒
愧



積遺構およびその残がいと考えられるもの44ケ所を記録した。そのうち,境界石らしいものなど疑間のある

12ケ所を差引いても32ケ所,国指定石積を加えて33ケ所が登録されることになった。

このうち25ケ所は山上西半部に集中しており,東半部はわずかに4ケ所,低位のもの4ケ所である。

最下段一辺長 5mを こぇるものが 6基あって,う ちC3は 3段築成で寵もあり,国指定のものとほぼ同規

模のものであることが明らかとなった。このことは熊山遺跡の性格究明上,き わめて重要な問題をなげかけ

ることになるであろう。その他のうち,小規模のものの性格究明も,今後の調査にまたねばならないである

う。分布調査に関連して付言しなければならないのは,本年にはいって,岡山市教育委員会の遣跡分布調査

によらて,同市草ケ部,常楽寺の東の墓地で同様の石積遺構が発見されたことである。これまで,熊山以外

の地域にこのような石積遺構はないとされていたことにかんがみ,今後,よ り精密な調査が,この地域一帯

の同種遺跡に実施され,そ の実態が明らかになることが期待される。

(坪井清足)
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図版第 1
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(1)「熊山遺跡」石積遺構 東から

(2)「熊山遺跡」石積遺構 南から
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(1)国指定石積遺構寵 東から
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(2)国指定石積遺構亀 南から



図版第 3

彦

(1)国指定石積遺構亀 西から

(2)国指定石積遺構寵 北から
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図版第 5

(1)熊山遠景

(2)熊山遺跡からの遠望 (南 方 )



図版第 6

(1)鐘楼跡石列
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図版第 7

(1)Aト レンチ W-2区 。平瓦出土状況
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図版第 8
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(1)竜神山 1号  (行者様)石積遺構 (Bl)

(2)南 山崖 1号石積遺構 (Cl)



図版第10

輻

(1)南山崖 2号石積遺構 (C2)

(2)南山崖 3号石積遺構 (C3)



図版第‖

(2)南山崖 3号石積遺構 寵



(1)南山崖 4号石積遺構 (C4)

(2)南山崖 5号石積遺構 (C5)



図版第13

(1)経盛山 1号石積遺構 (Dl)
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(2)風神山 1号石積遺構 (El)
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図版第14
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(1)風神山2号石積遺構 (E2)

(2)風神山 3号  (鍛治神様)石 積遺構 (E3)



図版第i5

(1)南の峰 1号石積遺構 (Fl)

(2)南の峰 2号石積遺構 (F2)



図版第16

(1)南 の峰 3号石積遺構 (F3)
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(2)南 の峰 4号石積遺構 (F4)



図版第17

(1)南の峰 5号石積遺構 (F5)

(2)南の峰 7号  (美音院跡)石積遺構 (F7)



図版第18

難

(1)南の峰 8号石積遺構 (F8)

(2)大谷山 1号石積遺構 (Gl)



図版第19

(1)高津山南 1号石積遺構 (Hl)

(2)山頂三角点 1号石積遺構 (11)
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図版第20

(1)尺八山 1号  (院の墓)石積遺構 (」1)

(2)獅子ガ谷 1号石積遺構 (Kl)



図版第21

(1)61T子 ガ谷 2号石積遺構 (K2)

(2)舟下山 1号  (犬の墓)石積遺構 (Ll)



(1)鳥帽子岩 1号石積遺構 (M.)

(2)千黙行人山石積遺構 (0.)



図版第23

(1)千外明人山石積遺構 (02)

(2)坂根竜神様石積遺構 (03)
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図版第24

(1)香登宮山石積遺構 (04)

鱗
Ｔ

ざ
〓γ

(2)熊 山町勢力雲上山石積 (参考No38)



図版第25
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(1)珠千壇石積遺跡 (和気町大中山 )

(2)珠千壇石積遺跡 (備前市片上 )



あ と が き

このたびの「熊山遺跡」の調査は,熊山町にとって画期的なものであった。

すなわち,各地において土地開発に伴なう発掘調査が進行 している最中に「熊山遺跡」石

積の復旧修理保存のための調査を実施するということは,人的,物的にも, 日数の上でも

相当困難なものであった。

調査の実施にあたっては,遺跡が標高500π 前後の山上に存在すること,石積遺構分布が

熊山町のほか備前市 。瀬戸町・和気町の 1市 3町にまたがることなど問題点は多かったが

関係各位の献身的なご理解とご協力とによって貴重な成果をあげ調査を終了したことは誠

に感激に耐えない次第である。

国指定の石積は,復旧修理 されることが確約されているが,問題は多い。

分布調査の結果,各地の石積遺構は予想以上の数が発見されたが,ほ とんど崩壊 しており

早急に保護保存の必要が痛感される。

今後にの道の各位によりその究明を期待し,そ の保存管理の万全を期したい。

なお末尾になったが,本報告書作成までに精力的かつ献身的な作業を進めていただい

た角田茂氏・難波俊成氏・正岡睦夫氏・真野義一氏に敬意を表するしだいである。

1974年 3月

熊 山 町 教 育 委 員 会

教 育 長  ‐.口・
原 貞 郎



第27図

熊山の地形および石積遺構分布

回  確実またはほぼ確実な石積遺構
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